
III－xxiii

寄　稿　文

飯泉教授ご退官に寄せて

長谷川　寛　枝＊

　学生時分，飯泉先生には大変お世話になりました．卒業論文の指導をして頂き，ありがとうございました．

私は1回生の頃から先生の研究室に入ろうと決めていました．それは先生の雰囲気がとても良かったからで

す・品の良さと落ち着いた雰囲気がとても感じが良いのです．もともと私は火成岩に興味があったのですが，

先生の火成岩，マグマ，地殻の話を聞いていると，なんだか幸せな気分になりました．多分，先生の地質学

に対する熱意と愛情が伝わってきていたのだと思います．

　飯泉先生はとても温厚で，頼れる存在です．飯泉先生には，卒業論文で岡山県のフィールドを案内して頂

きました．扱う石は深成岩や火山岩であったため，とても硬くサンプルを採取するのに苦労しました．先生

は率先して石を割ってくれました．硬い花崗岩を3キロのハンマーで砕いている姿を見て，いつもの温厚な

先生とは違って驚きました．

　論文発表の時はお忙しい中，指導して下さって感謝しています．結構なにからなにまで頼りっぱなしだっ

たと思います．私が卒論を行っていた時は，卒論生が3名，留学生が2名と人数が多く，大変だったと思い

ます．でも先生が気をつかってくれたから，計画的に進めることができました．

本当にありがとうございました．
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